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新たに就任した李澤委員長による団結ガンバロー
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Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会
は
、10
月
１
日（
日
）〜
10
月
２
日（
月
）に
、岡
山
地
方
本
部
青
年
女
性
委
員
会
準
備
の
も
と
、ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
に
お
い
て
、「
第
33
回
定
期
委
員
会
」を
開
催
し
た
。委
員・傍
聴・来
賓
を
含
め
て
約
１
３
０
名
が
集
ま
っ
た
。委
員
会
議
長
に
、深

水
委
員（
金
沢
地
本
）と
髙
橋
委
員（
岡
山
地
本
）を
選
出
し
、議
事
を
進
め
た
。沖
畠
青
年
女
性
委
員
長
は
、安
全・政
治・２
０
２
３
年
度
総
合
労

働
協
約
改
訂
と
春
闘・組
織
の
充
実・青
年
女
性
委
員
会
活
動
に
つい
て
、挨
拶
を
行
っ
た
。そ
の
中
で
、「
青
女
の
解
決
と
提
案
力
は
会
社
で
経
験
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
。全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
ろ
う
」と
青
年
女
性
組
合
員
に
呼
び
か
け
た
。議
事
で
は
、20
名
の
委
員
か
ら
、59
項
目
に
つ
い

て
発
言
が
あ
り
、活
動
方
針
に
対
す
る
補
強
が
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
、活
動
方
針
等
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。役
員
改
選
で

は
、李
澤
青
年
女
性
委
員
長
を
中
心
と
す
る
新
た
な
役
員
体
制
が
発
足
し
、李
澤
青
年
女
性
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

大
隅
　
頌
也
（
岡
山
地
本
）

●
青
女
世
代
に
も
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

●
苦
境
の
中
、業
務
に
尽
力
し
た
組

合
員
の
た
め
に
一
時
金
を
。

●
組
合
費
の
内
訳
が
分
か
ら
ず
、組

合
費
が
高
い
と
思
って
い
る
。

●
青
女
世
代
の
組
合
離
れ
が
加

速
。イ
ン
ス
タ
で
の
情
報
発
信
、ム
ー

ビ
ー
等
の
活
用
を
。る
。

横
山
　
昇
吾
（
神
戸
地
本
）

●
役
員
が
固
定
化
し
て
い
る
た
め
、

地
本
と
支
部
で
役
員
の
取
り
合
い

と
なって
い
る
。

板
倉
　
尚
也
（
米
子
地
本
）

●
地
本
青
女
定
期
委
員
会
に
組

休
の
適
用
を
。

●
イ
ン
ス
タ
の
行
事
の
楽
し
そ
う

な
様
子
が
伝
わ
って
く
る
。

●
22
歳
元
車
両
系
統
社
員
が
、先

輩
社
員
の
給
料
を
知
り
、将
来
を

見
据
え
た
結
果
、不
安
が
残
り
離

職
し
た
。改
め
て
賃
金
改
善
を
お

願
い
す
る
。

奥
中
　
潤
（
大
阪
地
本
）

●
役
員
の
引
継
ぎ
に
困
っ
て
い
る
。

組
合
運
営
規
則
な
ど
に
、全
体
の
母

数
を
確
認
し
た
う
え
で
、各
分
会
か

ら
最
低
1
名
１
年
間
役
員
と
し
て

選
出
す
る
よ
う
に
改
正
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
大
保
線
区
化（
合
併
）が
進
ん     

で
い
る
。い
ろ
ん
な
部
署
か
ら
意
見

を
吸
い
上
げ
る
と
い
う
意
味
で
、支

部
や
地
本
の
組
み
合
わ
せ
を
変
え

る
等
、工
夫
し
て
は
如
何
か
。

●
地
上
職
の
基
本
給
の
増
額
を
。

近
川
　
弘
成
（
和
歌
山
地
本
）

●
組
織
に
つい
て
、青
女
で
年
齢
差

を
感
じ
て
い
る
。下
の
世
代
へ
の
継

承
が
不
安
で
あ
る
。

●
車
掌
試
験
に
合
格
し
て
い
る
の

に
車
掌
に
な
れ
な
い
。要
員
の
配

置
を
考
え
て
ほ
し
い
。

●
巡
回
旅
費
3
5
0
円
の
増
額
。

●
除
草
作
業
に
つ
い
て
、要
員
不

足
で
通
常
業
務
と
の
兼
務
が
で
き

な
い
。
社
外
に
委
託
で
き
な
い
の

か
。

●
現
在
の
不
妊
治
療
支
援
休
職
制

度
を
、人
口
受
精
や
タ
イ
ミ
ン
グ
法

で
も
適
用
し
て
ほ
し
い
。

上
窪
　
輝
（
西
バ
ス
地
本
）

●
乗
務
員
の
平
均
年
齢
50
代
。幅

広
い
年
代
で
離
職
が
あ
る
。定
期
便

の
運
行
中
止
も
多
々
。離
職
防
止
に

努
め
て
い
き
た
い
。

●
バ
ス
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、次
世
代
に
継
承
し

て
い
き
た
い
。

新
宮
　
洸
貴

（
福
岡
地
本
）

●
車
両
系
統
は
責
任
者
手
当
が

出
な
い
。
若
手
組
合
員
の
働
く
意

欲
低
下
に
繋
が
っ
て
い
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
が
進
む

が
、そ
の
際
の
説
明
が
な
い
。Ｐ
Ｃ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法
も
教

育
す
べ
き
で
あ

る
。賃
金
実
態
調

査
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
紙

か
を
選
択
さ
せ

て
ほ
し
い
。

甫
木
元
翔
馬

（
福
岡
地
本
）

●
失
わ
れ
た
ボ
ー

ナ
ス
の
差
額
分
を

一
時
金
に
。

●
３
年
ぶ
り
の
ユ

ー
ス
ピ
。本

部
の
準
備

を
感
謝
す

る
。

●
情
宣
活

動
が
役
員

の
負
担
に
な
って
い
る
。Ｐ
Ｃ
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
、地
本
に
行
く
手
間
が

か
か
る
。読
ま
れ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
も
の
に
、時
間
を
か
け
る
の
は

如
何
な
も
の
か
。

●
住
宅
補
給
金
の
2
3,
0
0
0

円
は
低
い
。見
合
っ
た
各
種
手
当
の

金
額
の
再
検
討
を
願
い
た
い
。

和
田
　
拓
巳
（
福
知
山
地
本
）

●
福
知
山
地
本
青
女
で
は
、こ
れ
以

上
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

故
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、事

故
を
知
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
。

●
最
近
、採
用
数
が
減
っ
た
り
、若

い
世
代
の
離
職
が
相
次
い
で
い
る
。

福
利
厚
生
は
し
っ
か
り
し
て
い
る

が
、
基
本
給
が

低
い
。

谷
口
　
真
也

（
京
都
地
本
）

●
Ｇ
会
社
社
員

が
感
電
墜
落
事

故
で
亡
く
なった
。Ｇ
会
社
と
の
話
し

合
い
の
場
が
な
い
。安
全
お
守
り
手

帳
の
好
事
例
を
教
え
て
ほ
し
い
。

●
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
の
慫
慂
に
つい
て
、

Ｍ
Ｖ
プ
ラ
ス
を
導
入
し
て
い
る
が
、

待
ち
時
間
が
長
い
。Ｍ
Ｖ
プ
ラ
ス
増

設
や
、オ
ペ
レ
ー
タ
の
増
員
の
検
討

を
。

●
忘
れ
も
し
な
い
１
・
１
９
。一
時

金
は
、具
体
的
な
金
額
提
示
を
。

岩
崎
　
拳
斗
（
中
バ
ス
地
本
）  

●
バ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
継
承
を
お
願

い
す
る
。

●
中
途
採
用
社
員
へ
の
勉
強
会
の

開
催
を
お
願
い
す
る
。

●
バ
ス
業
界
は
慢
性
的
な
人
手
不

足
。労
働
条
件
が
過
酷
。超
勤
に

頼
っ
た
業
務
体
系
が
、同
業
他
社
へ

の
転
職
を
誘
発
。

●
バ
ス
の
隊
列
走
行
実
証
実
験
が
、

東
広
島
市
で
始
まって
い
る
。メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。中
国
Ｊ
Ｒ
バ

ス
の
ロ
ゴ
も
い
れ
て
ほ
し
い
。

はじめに
　新型コロナウイルスが第５類感染症へ
と見直され、はや５カ月が経過する。ＪＲ
のご利用はコロナ前には届かないもの
の、2022年度決算で３年ぶりの黒字転
換を果たした。一方で、２年間で約3,500
億円という巨額の赤字を計上し、厳しい状
況に置かれていることに変わりはない。
　私たち青年女性組合員としても、全組
合員が一丸となって、全員参画でこの難
局を乗り越えていこう。
最優先課題である安全について
　この1年間、ＪＲ西日本管内で３件、ＪＲ
全体では５件の死亡労災が発生している。
　私たち青年女性組合員は事故後入社
の組合員である。だからこそ事故を知る
取り組みが大切である。
　過去は語られることによって他者と共有
され、それに耳を傾けることで個人の体験
が未来に向けた全体の記憶と経験にな
り、その営みの積み重ねが文化となる。こ
の文化を忘れずに、今のルールが何故あ
るのかを理解し、守りにくいルールや実態
に合わないものは発信し、さらなる安全を
追い求めてほしい。ＪＲに関わらず人財難
の影響は世間で発生しており、要員問題
で安全が損なわれることもあってはならな
い。労働組合の機能であるチェック機能を
活かし、青年女性委員会からも安全を創
りあげる、そういった気概で取り組み、世
界で一番安全なＪＲを全組合員一丸と
なって作り上げていこう。
政治について
　まず、春に行われた第20回統一地方
選挙では、８名の議員が立候補し、７名
の議員が当選する結果となった。その他
にもＪＲ西労組議員団会議所属議員の
選挙をはじめ、ご尽力いただいた皆様に
改めて感謝申し上げる。
　この1年間、ユーススタディやユースス
ピリットなど、様 な々機会を通じて組織内
議員や政治の身近さを感じられるような
取り組みを展開してきた。
　会社は９月28日の社長会見で、芸備
線備中神代から備後庄原間について、
「10月に入りなるべく早い時期に対応し
たい」と、国が鉄道事業の再構築に関わ
る、再構築協議会の設置を国に要請する
考えを示している。
　耳にタコができるほど言っているが、政
治は無関心でも無関係ではいられない。
　まずは１票を捨てない取り組み、世間
的にも投票率の低い私たち青女世代の
皆が投票へ行くようにすることから始め
ていこう。
労働協約改訂交渉、春闘について
　労働協約改訂交渉では、すべての組

合員が真に働きやすい環境整備に向け、
「かけがえのない人財とともに明るい未
来」に繋がる回答として、配偶者同行制
度やコロナ禍での一時的な取扱いの恒
久化、女性特有の健康課題に対する支
援などを引き出し妥結した。
　勝ち取った制度は使われないと効果
は発揮されない。私たち、青女世代もしっ
かりと理解をして、自分たちの口で説明し
てほしい。
　また、春闘では、離職の増加、採用競
争力の低下を受けた回答となった。その
ため、初任給調整手当が大きく適用され
ることとなった。
　かけがえのない人財への投資に向け
て、引き続き継続した賃上げに向けて取
り組んでいく。
組織について
　今年の新規採用者への加入行動も、
みなさんのおかげで、494名全員に加入
していただいた。今年は各地本や支部・
分会で歓迎会を行うなどの取り組みも再
開できたと聞いている。改めて感謝申し
上げる。新採加入の取り組みは年々厳し
さを増しており、役員の世代交代や五月
雨式に入社する社会人採用の対応も考
慮すると、より取り組みを強化しなければ
ならないと感じている。
青年女性委員会活動について
　今年はフルスペックに近い行事を展開
してきた。そして、各地本では、支部と合
同で開催したり、隣接する地本を呼んだ
り、グループ労組にも参加いただくなど、
これまで以上に仲間の輪を広げる取り
組みを進めて頂いていることに深く感謝
申し上げる。
　青年女性委員会の最大の目的は仲間
づくりである。それは、レクであったり、勉
強会であったり、ボランティアであったり、
あくまでこれらも手法の違いでしかない。
行事を開催する中でどのようなエッセンス
を入れて仲間づくりを展開するかである。
　今の青女世代は個人の時間を大切に
する人たちが主流である。
　ＳＮＳでつながる関係があるから良い
という人もいると思うが、私たちはリアル
での活動にこだわっている。対面でしか
感じられない空気や表情、雰囲気が必ず
ある。そして、非対面では強い横つなぎが
できないと思っている。
　様々な考え方や知識を持つ人達を知
る、人脈を広げるということは、組合に限
らず人として成長していく上での財産に
なる。そして、それが身近にできるのがＪ
Ｒ西労組である。
　食わず嫌いを作らず、全員参画で青年
女性委員会を盛り立てていこう。
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青
女
の
原
点「
つ
な
が
り
」を
大
切
に

　 
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
西
労
組
運
動
を
推
し
進
め
よ
う

全
体
質
疑

沖畠青年女性委員長挨拶（要旨）

世界で一番安全なＪＲを
全組合員一丸となって
作り上げていこう

 


